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令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月

４
日
か
ら
同
30
日
ま
で
行
い
ま
し
た
。

　
議
員
発
議
に
よ
り
、「
陸
前
高
田
市

こ
ど
も
基
本
条
例
」
を
全
会
一
致
で
可

決
成
立
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
じ
く
議
員
発
議
に
よ
り
、

「
気
仙
地
区
の
高
等
学
校
教
育
体
制
維

持
を
求
め
る
意
見
書
」
を
県
関
係
機
関

へ
提
出
す
る
こ
と
は
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
、
県
教
育
委
員
会
な
ど
に
提
出
し

ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
国
道
３
４
３
号
新
笹
ノ

田
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
事
業
化
を
求
め
る

意
見
書
を
国
の
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま

し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
９
人
の
議
員
が
登
壇

し
、
高
校
再
編
問
題
、
市
長
公
約
や
物

価
高
騰
対
策
な
ど
の
市
政
全
般
に
わ
た

る
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
市
当
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
２
件
、

執
行
前
提
案
５
件
、
条
例
案
６
件
、
補

正
予
算
案
２
件
、
決
算
案
６
件
を
全
会

一
致
で
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
決
算
を
認
定

　
令
和
６
年
度
の
本
市
一
般
会
計
は
、

歳
入
が
前
年
度
比
94
・
７
％
の
１
７
４

億
３
２
１
５
万
円
、
歳
出
は
前
年
度
比

95
・
７
％
の
１
６
９
億
７
９
３
８
万
円

で
す
。

　
県
教
育
委
員
会
が
８
月
５
日
に
公
表
し
た

「
第
３
期
県
立
高
等
学
校
再
編
計
画（
当
初
案
）」

を
受
け
、
鵜
浦
昌
也
議
員
他
２
人
が
「
気
仙
地

区
の
高
等
学
校
教
育
体
制
維
持
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て
」
を
発
議
し
ま
し
た
。

　
意
見
書
は
、
同
計
画
で
示
さ
れ
た
高
田
高
校

海
洋
シ
ス
テ
ム
科
お
よ
び
大
船
渡
東
高
校
食
物

文
化
科
の
募
集
停
止
・
集
約
化
に
つ
い
て
、
地

域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
・
水
産
業
や
飲
食

業
の
専
門
人
材
確
保
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
り
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
た
め
、

同
計
画
の
早
期
決
定
に
反
対
す
る
も
の
で
す
。

　
本
案
は
９
月
30
日
の
本
会
議
で
採
決
さ
れ
、

賛
成
12
、
反
対
３
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
意
見
書
の
提
出
先
は
、
岩
手
県
知
事
、

岩
手
県
教
育
委
員
会
で
す
。

　
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、
教
育

長
と
教
育
委
員
の
任
命
に
同
意
し

ま
し
た
。

　
　
教
育
長　
　
山
田
市
雄 

氏

　
　
教
育
委
員　
安
田
留
美 

氏

　
本
定
例
会
で
は
請
願
３
件
を
審
査
・

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
結
果
は
、「
国
道
３
４
３
号
新
笹
ノ

田
ト
ン
ネ
ル
の
早
期
事
業
化
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
」
は
、
全
会
一
致
で
採

択
し
ま
し
た
（
８
・
17
ペ
ー
ジ
参
照
）。

　
ま
た
、「『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー

ロ
ー
ド
』
の
改
善
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
」、及
び「
訪
問
介
護
報
酬
の
引
き

下
げ
撤
回
と
、
介
護
報
酬
引
き
上
げ
の

再
改
定
を
早
急
に
行
う
こ
と
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
」
は
不
採
択
と
し
ま
し

た
（
８
・
16
ペ
ー
ジ
参
照
）。

新
ト
ン
ネ
ル
請
願
を
採
択

教
育
長
・
委
員
の
任
命
に
同
意

高
校
再
編
案
反
対
の

　
　
　
　
　

意
見
書
提
出

こどもの成長を社会全体で支える環境を整えることで、こども

が希望を持ち、安心して健やかに成長できる社会の実現を目指

します。

この条例では

すべてのこどもの権利を大切に

し、安全で健康に暮らせる環境

を地域全体でつくります。

大切にする　　つの考え方

　市議会では、条例制定にあたり、市内小中学生へのアンケートや、保護者のみなさんや各
関係団体、市民との対話を重ね、こどもに何が必要かを考えました。
　それぞれが ”役割 ” を持ち連携して取り組みを進めていきます。

これらの考え方を踏まえてこれらの考え方を踏まえて

●こどものための取り
　組みを広く周知しま
　す。
●事故や災害からこど
　もを守るため必要な
　取り組みを進めます。

市の役割

●こどもに対する取り
　組みについて調査し
　ます。
●必要に応じて国や県
　に働きかけをおこな
　います。

議会の役割

●こどもが安心して生
　活し、挑戦し、学ぶ
　ことができる環境づ
　くりに協力をお願い
　します。

地域の役割

●従業員が仕事と子育
　てを両立できるよう
　配慮をお願いします。

●職場体験の受け入れ
　など、教育活動への
　協力をお願いします。

事業者の役割

地域行事やおまつり、伝統芸能

など、こどもがいろいろな経験

や学びを得られる環境をつくり

ます。

こどもの得意なことや興味関心

にあわせて可能性を最大限広げ

られるよう支援をします。

例えば…例えば…

高田高校海洋システム科の教習艇

「北斗」「蒼天」

基本条例成立基本条例成立
　第３回定例会　

再再

こ ど も議員提案による

りくぜんたかた市議会だより　No.134 2りくぜんたかた市議会だより　No.1343

意見書をご覧

いただけます

条例の詳細は

こちら

　本条例は、子育てや教育等、こどもに関する取り組みの方向性を示す理念条例です。
　地域全体で子育てを応援するまちとするため、教育民生常任委員会より「陸前高田
市こども基本条例」が発議され、全会一致で可決されました。
　市・保護者・学校等関係者・地域住民・事業者・議会の役割を明らかにし、こども
が安心して健やかに成長できる社会の実現を目指す内容です。

こども

基本条例

を可決



総務費
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（25.0％）
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農林水産業費
７億4895 万円
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地方交付税
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　令和６年度の一般会計決算は、歳入額が 174 億 3215 万円、歳出額が 169 億 7938 万円。歳出額は、令和 5
年度と比較し、7 億 6213 万円、4.3％の減となり、歳入から歳出を差し引いた残額は 4 億 5277 万円でした。

水道会計 下水道会計

収益的収支 収益的収支資本的収支 資本的収支

５億9054万円収　入 10億5765万円３億44万円 7726万円

５億3646万円支　出 ７億1681万円４億9592万円 ４億4091万円

会計区分
特別会計

一般会計
介護保険国民健康保険

174億3215万円歳　入 26億978万円22億657万円

169億7938万円歳　出 24億3982万円21億8497万円

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

642億768万円

264億5227万円 243億7164万円
177億4150万円 169億7938万円

１億483万円翌年度へ繰り越すべき財源 ０円０円

３億4795万円実質収支額 １億6995万円2160万円

　令和 6 年度は、矢作町二又地区のコミセン・診療所・消防屯所の施設集約のため、旧矢作小学校校舎の解体事
業などを実施しています。工事費は 2 億 4351 万円で総務費として支出しています。また、大船渡市で発生した
大規模林野火災に際し、支援物資の購入や避難者を受け入れた宿泊施設に補助金を交付するなどの支援を行いま
した。事業費は 2144 万円で民生費として支出しています。

後期高齢者医療

２億8371万円

２億8371万円

０円

０円

５年間の一般会計決算額の推移

市で集めたお金

64 億5797 万円

自主財源

国・県から割り当て
られたお金や借入金

109 億7418 万円

依存財源

一
般
・
特
別
会
計

企
業
会
計

りくぜんたかた市議会だより　No.134 4りくぜんたかた市議会だより　No.1345

一般会計歳出
 ⼆⼜地区３施設を集 約へ向け整備 １６９億７９３８万円

令和６年度

決算

行政事務包括業務

委託や職員研修事

業、庁舎の維持管

理にかかるお金

予防接種・検診・ごみ

処理などにかかるお金

高齢者・障がい者

福祉や保育園、災

害救助などにかか

るお金

商業・工業の

振興にかかる

お金

道路や河川の整

備・維持にかか

るお金

消防署・消防

団の活動にか

かるお金

給食や小中学校、

スポーツ施設の維持

管理にかかるお金

市債として借りた

お金の返済など

議会費、

労働費など特別会計や

基金から繰り

入れるお金

ふるさと

納税寄等

でいただ

いたお金

市民税や固定資産

税など、市民の皆

さんから納められ

る税金

使用料や

手数料など
震災復興事業や地方自治体間

の格差をなくすため、国から

交付されるお金

国からの

補助金

県からの

補助金

国や銀行から

借りるお金

利子割交付

金など

農業・林業・漁業の

振興にかかるお金

前年度から持ち

越したお金

コミセン・診療所・消防屯所



入居の問合せが続くチャレンジショップ（高田町）

問　
市
営
住
宅
家
賃
の
未
納
が

増
え
て
い
る
が
対
策
は
。

答　
年
一
回
の
収
入
申
告
や
減

免
申
請
を
し
な
い
こ
と
で
家
賃

が
高
額
と
な
り
、
払
え
な
く
な

る
こ
と
も
あ
る
。
状
況
に
合
わ

せ
た
納
付
指
導
に
努
め
る
。

問　
災
害
援
護
資
金
８
２
０
０

万
円
が
未
納
だ
が
対
応
は
。

答　
こ
れ
は
震
災
後
、
金
融
機

関
か
ら
借
入
で
き
な
い
人
へ
の

貸
付
金
な
の
で
、
回
収
が
難
し

い
こ
と
は
当
初
か
ら
想
定
さ
れ

て
い
た
。
引
き
続
き
国
に
対
し

て
償
還
期
間
の
延
長
と
償
還
免

除
要
件
の
緩
和
を
要
望
し
て
い

く
と
と
も
に
、
公
平
性
の
観
点

か
ら
も
返
済
を
求
め
て
い
く
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
減
少
の
要

因
は
。

答　
一
番
人
気
の
カ
キ
の
収
量

が
減
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
一

次
産
品
は
天
候
な
ど
の
影
響
を

受
け
や
す
い
の
で
、
そ
の
確
保

に
向
け
て
担
当
課
と
も
連
携
し

取
り
組
む
。
コ
メ
や
缶
詰
な
ど

新
し
い
返
礼
品
も
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
。

問　
結
婚
29
組
に
対
し
３
件
の

交
付
実
績
は
少
な
い
の
で
は
。

答　
今
後
も
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
、

丁
寧
な
相
談
に
努
め
る
。
夫
婦

の
所
得
合
算
で
５
０
０
万
円
未

満
と
い
う
条
件
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。

問　
た
か
た
の
ゆ
め
作
付
け
農

家
や
栽
培
面
積
が
減
少
傾
向
だ

が
要
因
は
。

答　
ひ
と
め
ぼ
れ
よ
り
概
算
金

が
安
か
っ
た
こ
と
が
一
因
。
Ｊ

Ａ
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
き

た
こ
と
で
、
来
年
度
か
ら
両
銘

柄
が
同
額
と
な
っ
た
。
今
後
も

機
会
を
捉
え
て
Ｐ
Ｒ
し
栽
培
を

推
奨
し
て
い
く
。

　令和６年度の一般会計及び各種特別会計の決算案は、本

定例会会期中の決算等特別委員会（大坂俊委員長）で４日

間の審査をしました。

　その中から質疑の一部を紹介します。

大坂　俊 委員長

問　
苗
木
育
成
に
関
す
る
成
果

は
。

答　
種
子
か
ら
の
苗
木
と
接
ぎ

木
苗
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
に
成
功
し
た
の

は
１
本
だ
け
と
難
し
い
状
況
。

ど
こ
に
問
題
が
あ
る
か
、
協
定

先
の
東
京
大
学
な
ど
と
連
携
し

精
査
し
て
い
く
。

問　
入
居
の
問
合
せ
状
況
は
。

答　
契
約
期
限
に
よ
り
店
舗
２

区
画
分
と
飲
食
１
区
画
分
が
空

く
予
定
で
、
既
に
そ
の
後
の
入

居
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ

る
。
現
在
入
居
し
て
い
る
事
務

所
は
１
年
ご
と
の
契
約
更
新
だ

が
、
別
の
場
所
で
の
営
業
も
考

え
ら
れ
る
の
で
指
定
管
理
者
や

事
業
者
と
相
談
し
て
い
く
。

問　
道
の
駅
専
門
家
派
遣
の
成

果
は
。

答　
季
節
ご
と
の
マ
ル
シ
ェ
開

催
や
客
の
動
線
を
考
え
た
商
品

棚
の
配
置
な
ど
を
行
っ
た
。
今

後
は
道
の
駅
の
魅
力
向
上
、
売

上
増
加
の
た
め
改
善
事
業
計
画

を
策
定
予
定
で
あ
る
。

問　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

て
学
校
業
務
の
効
率
化
や
変
革

を
目
指
す
校
務
Ｄ
Ｘ
の
状
況
は
。

答　
教
員
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
に

対
す
る
得
手
不
得

手
に
よ
り
学
校
間

格
差
が
あ
る
。
学

校
の
ニ
ー
ズ
を
聞

き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
を
増
や
す
こ
と

に
つ
い
て
も
検
討

中
で
あ
る
。

市
営
住
宅
使
用
料

家
賃
未
納
へ
の
対
策
は
？

問答問答

結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金

交
付
実
績
は
？

ふるさと納税一番人気のカキ

た
か
た
の
ゆ
め
推
進
事

業
費

栽
培
面
積
等
の
減
少
要
因
は
？

問答 問答

問答

問答

問

問答
ピ
ー
カ
ン
栽
培
管
理
委

託
料

苗
木
育
成
の
状
況
は
？

商
店
街
活
性
化
支
援
事

業
費

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
の
状
況
は
？

地
域
力
創
造
専
門
家
派

遣
業
務

道
の
駅
の
魅
力
化
は
？

教
育
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
推
進

校
務
Ｄ
Ｘ
の
状
況
は
？

答

魅力化の進む道の駅高田松原

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

な
ぜ
減
少
か
？

災
害
援
護
資
金
貸
付
金

債
権
回
収
の
取
り
組
み
は
？

問答

育成中のピーカンナッツ苗木
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決算審査決算審査
決 算 等 特 別 委 員 会

質疑
ここが

聞きた
い



【採決状況一覧】 ※「〇」は賛成、「×」は反対、「議」は議長のため採否に参加せず。

請願第３号

議案第１～ 19 号

佐
々
木
良
麻

×　×　×　×　〇　×　〇　×　×　×　〇　×　〇　〇　×　議

〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　議

菅
野
秀
一
郎

小
林　
　

卓

木
村　
　

聡

大
和
田
加
代
子

中
野　

貴
徳

伊
勢　
　

純

佐
々
木
一
義

大
坂　
　

俊

菅
野　

広
紀

大
坪　

涼
子

福
田　

利
喜

藤
倉　

泰
治

伊
藤　

明
彦

鵜
浦　

昌
也

及
川　

修
一

(報告２件、人事２件、条例６件、補正予算２件、決算６件、その他３件)

報告１	令和６年度陸前高田市健全化判断比率の報告につ

　　　 いて

　　　 　市の財政状況を示す数値のひとつである実質公
　　　 　債費比率は 11.6％であり、他の指標についても
　　　 　健全という報告。
報告２	令和６年度陸前高田市資金不足比率の報告について

　　　 　水道事業会計、下水道事業会計の資金に不足は
　　　 　ないという報告。
議案１	教育長の任命について

議案２	教育委員会の委員の任命について

議案３	辺地総合整備計画の策定について

　　　 　矢作町二又のコミセン・診療所・消防屯所の整
　　　 　備に向け、財源を含めた計画を定めるもの。
議案４	反訴の提起について

議案５	陸前高田市議会議員及び陸前高田市長の選挙にお

　　　 ける選挙運動用自動車の使用並びにビラ及びポス

　　　 ターの作成の公営に関する条例の一部を改正する

　　　 条例

議案６	陸前高田市印鑑条例及び陸前高田市手数料条例の

　　　 一部を改正する条例

議案７	陸前高田市職員の勤務時間、休日及び休暇に関す

　　　 る条例の一部を改正する条例

議案８	職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

　　　 条例

議案９	大肝入吉田家住宅復元基金条例の一部を改正する

　　　 条例

　　　 　旧吉田家住宅主屋が完成したことから、基金条例
　　　 　の目的を復元から維持管理へ変更するなどの改正。
議案 10	陸前高田市市営住宅条例の一部を改正する条例

議案 11	令和７年度陸前高田市一般会計補正予算（第３号）

議案 12	令和７年度陸前高田市介護保険特別会計補正予算

　　　 （第２号）

議案 13	令和６年度陸前高田市一般会計歳入歳出決算

議案 14	令和６年度陸前高田市国民健康保険特別会計歳入

　　　 歳出決算

議案 15	令和６年度陸前高田市後期高齢者医療特別会計歳

　　　 入歳出決算

議案 16	令和６年度陸前高田市介護保険特別会計歳入歳出

　　　 決算

議案 17	令和６年度陸前高田市水道事業会計決算

議案 18	令和６年度陸前高田市下水道事業会計決算

議案 19	小学校特別教室エアコン設置工事の請負契約締結

　　　 について

　　　 　市内小学校の特別教室にエアコンを設置するた
　　　 　めの契約。

請願第２号 ×　×　×　×　〇　×　〇　×　×　×　〇　〇　〇　×　×　議

令和７年第３回定例会提出議案

発議第５号 〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　議

請願第４号 〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　議

発議第７号 〇　〇　〇　〇　×　×　〇　〇　〇　×　〇　〇　〇　〇　〇　議

発議第６号 〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　議

議案に対する議員の賛否

　
第
３
回
定
例
会
で
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。
令

和
７
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
２

億
６
２
２
９
万
円
を
追
加
し
、
１
７
７
億
１
７
６
９
万

円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
物
価
高
騰
対
策
緊
急
支
援
給

付
金
事
業
費
２
３
０
０
万
円
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
補
助
金

増
な
ど
に
１
１
３
２
万
円
で
す
（
右
表
参
照
）。

続く物価高に対応

　請願第２号「『カリキュラム・オーバーロード』の改善を求めることについて」、請願第３号「訪問介護報酬の引

き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを求めることについて」は教育民生常任委員会（16ペー

ジ参照）に、請願第４号「国道３４３号新笹ノ田トンネルの早期事業化を求めることについて」は産業建設常任委

員会（17 ページ参照）にそれぞれ付託され、審査を経て９月 30 日の本会議に諮りました。

　採決の結果、請願第２号と請願第３号は賛成少数で不採択。請願第４号は全会一致で採択されました。

請願審査

「カリキュラム・オー

バーロード」の改善

を求めることについ

て

学校現場では不登校や教員不足が深刻化し、教材研究や児童生徒に接する

時間も不足している。子どもたちの健やかな学びを守るため、学習内容の

過密状態「カリキュラム・オーバーロード」の早期改善が必要である。つ

いては、国に対し意見書を提出するよう請願する。

請　願　の　趣　旨 結果

不
採
択

訪問介護報酬の引き下げ

撤回と、介護報酬引き上げ

の再改定を早急に行うこ

とを求めることについて

訪問介護報酬引き下げにより訪問介護事業所の経営が悪化している。職員

の賃金低下や人手不足が深刻化しており、地域の高齢者福祉を支えるため、

報酬の再引き上げと処遇改善を早急に行う必要がある。ついては、国に対

し意見書を提出するよう請願する。

国道 343 号新笹ノ田

トンネルの早期事業

化を求めることにつ

いて

国道 343 号は、県内陸部と沿岸部を結ぶ重要な物流・観光路線であるが、

陸前高田市と一関市の境にある笹ノ田峠は交通の難所となっている。地域

経済の活性化や地域間交流の促進のためにも、新トンネルの早期整備が必

要である。ついては、国および県に対し意見書を提出するよう請願する。

請　　願

不
採
択

採
択

物価高騰対策緊急支

援給付金事業費

補正額項　目

2300 万円増
調整給付金（不足額給付）

の増加分

財政調整基金積立金 １億 7397 万円増 将来のための積み立て

放課後児童健全育成

事業費
1132 万円増

学童クラブへの補助金増額

と竹駒学童クラブの温水器

交換修理費

市道維持補修事業費 700 万円増 市道管理予算の増額など

補正の理由

【一般会計の主な補正予算項目】

歳出（支出） （万円未満切り捨て）

受理番号

請
願
第
２
号

請
願
第
３
号

請
願
第
４
号

令和７年度

一般会計補正予算（第３号）

１７７１７７億億１７６９１７６９万円万円

２億６２２９万円を追加し

総額総額

  第３回定例会

続く物価続く物価
高に対応高に対応
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地
域
医
療
体
制
の
充
実
の
た

　
　
　

め
、
医
師
確
保
の
取
り
組
み

と
合
わ
せ
、
医
大
を
目
指
す
こ
ど
も

を
育
て
る
こ
と
は
ど
う
か
。

　
　
　
本
市
を
含
む
気
仙
地
域
に
お

　
　
　
け
る
医
師
不
足
へ
の
対
応
と

し
て
、
気
仙
地
区
の
高
校
に
「
医
学

部
進
学
課
程
」
を
設
置
す
る
こ
と
を

県
に
要
望
し
て
い
る
。

　
　
　

小
中
学
生
が
医
学
に
興
味
を

　
　
　

持
て
る
よ
う
な
取
り
組
み
は

ど
う
か
。

　
　
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
で
医
師

　
　
　
の
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
る

な
ど
、
そ
の
魅
力
を
訴
え
て
い
き
た

い
。産

後
ケ
ア
事
業
は

　
　
　

低
体
重
児
の
母
親
の
産
後
ケ

　
　
　

ア
期
間
は
、
現
在
の
出
生
日

か
ら
修
正
月
齢
の
１
年
後
ま
で
延
長

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
現
在
の
利
用
状
況
や
リ
ス
ク

　
　
　
の
状
況
等
を
考
え
、
可
能
で

あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

在
宅
育
児
給
付
金
は

　
　
　

保
育
所
等
を
利
用
せ
ず
、
在

　
　
　

宅
で
育
児
を
行
う
親
等
に
対

す
る
給
付
金
制
度
の
導
入
は
ど
う
か
。 

　
　
　
保
育
所
等
を
利
用
し
な
い
生

　
　
　
後
２
カ
月
か
ら
３
歳
未
満
の

第
２
子
以
降
の
子
を
養
育
す
る
世
帯

に
対
す
る
県
補
助
制
度
の
活
用
を
検

討
し
て
い
る
。

医
師
確
保
の
取
り
組
み
は

　

県
に
進
学
課
程
設
置
を
要
望

大
おお

和
わ

田
だ

加
か

代
よ

子
こ

こちらから視聴できます

　
　
　

本
市
は
、
市
内
の
福
祉
・
医

　
　
　

療
の
施
設
な
ど
へ
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価
高
騰
に

対
す
る
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
昨
年
度
は
支
援
金
を
支
給
し
な

か
っ
た
。
国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
支
援
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
本
市
の
物
価
高
騰
対
策
が
効

　
　
　
果
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
に

検
討
し
て
い
る
。
介
護
施
設
等
へ
の

支
援
金
も
ひ
と
つ
の
選
択
肢
と
考
え

て
い
る
。

高
校
再
編
へ
対
策
は

　
　
　

県
教
委
の
高
校
再
編
計
画
案

　
　
　

は
、
３
年
後
か
ら
高
田
高
校

海
洋
シ
ス
テ
ム
科
と
大
船
渡
東
高
校

食
物
文
化
科
を
募
集
停
止
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
市
の
考
え
は
。

　
　
　
本
市
と
し
て
受
け
入
れ
難
い
。

　
　
　

住
田
高
校
で
の
学
校
給
食
提

　
　
　

供
や
交
通
費
半
額
補
助
、
居

心
地
の
よ
い
学
校
づ
く
り
な
ど
を
学

ぶ
べ
き
で
は
。

　
　
　
慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

農
業
の
少
雨
対
策
は

　
　
　

来
年
の
農
業
用
水
の
供
給
は
。

　
　
　
今
年
は
、
気
仙
川
用
水
の
給

　
　
　
水
予
定
日
以
外
も
緊
急
的
に

給
水
を
行
っ
た
。
併
せ
て
営
農
指
導

や
県
の
農
作
物
技
術
情
報
に
よ
り
、

注
意
喚
起
を
図
っ
た
。
来
年
以
降
は

国
の
渇
水
・
高
温
対
策
の
補
助
制
度

等
も
視
野
に
対
策
を
講
じ
る
。

　
　
　

収
入
減
少
へ
の
救
済
事
業
は
。

　
　
　
収
入
保
険
加
入
の
補
助
な
ど

　
　
　
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
対
応

策
を
検
討
す
る
。

福
祉
施
設
へ
物
価
高
対
策
は

　

効
果
的
な
も
の
に
な
る
よ
う
検
討

伊
い

 勢
せ

 　 純
じゅん

（日本共産党）

こちらから視聴できます

鵜
浦
昌
也

 

（
創
生
会
）

高
田
松
原
を
生
か
し
た
観
光
振
興
策

県
立
高
等
学
校
の
再
編
計
画
案

高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り

大
和
田
加
代
子

産
後
ケ
ア
と
０
歳
児
の
子
育
て
支
援

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

医
大
を
目
指
す
こ
ど
も
を
育
て
る
取
り
組
み

伊 
勢 
　
　

純

 

（
日
本
共
産
党
）

物
価
高
騰
対
策

第
３
期
県
立
高
等
学
校
再
編
計
画
（
当
初
案
）
へ
の
本

市
の
対
応

高
温
少
雨
対
策
と
農
業
経
営
支
援

福 

田　

利 

喜

 

（
創
生
会
）

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
半
島
付
近
の
地
震
に
伴
う
津
波
の
経

験
か
ら
得
た
本
市
の
防
災

本
市
の
産
業
構
造
と
今
後
の
方
向

藤 

倉　

泰 

治

 

（
日
本
共
産
党
）

市
長
の
政
治
姿
勢

本
市
の
産
直
事
業
の
展
開

矢
作
町
生
出
地
区
な
ど
の
道
路
整
備
、
公
共
工
事
の

推
進

大 

坪　

涼 

子

 

（
日
本
共
産
党
）

市
内
の
訪
問
介
護
事
業
所
に
対
す
る
支
援

認
知
症
お
よ
び
在
宅
家
族
へ
の
支
援

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支
援
お
よ
び
東

日
本
大
震
災
15
年
関
連
事
業

中 

野　

貴 

徳

観
光
施
策
・
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
市
道
維
持
管
理

日
本
遺
産
「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」

佐
々
木 

良 

麻

 

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生

）

第
３
期
県
立
高
等
学
校
再
編
計
画
（
当
初
案
）

三
陸
花
火
大
会
２
０
２
５
の
チ
ケ
ッ
ト
返
金
ト
ラ
ブ
ル

　
　
　

県
教
委
は
先
ご
ろ
、
県
立
高

　
　
　

校
の
再
編
計
画
案
を
示
し

た
。
令
和
10
年
度
に
高
田
高
校
の
海

洋
シ
ス
テ
ム
科
を
募
集
停
止
し
、
宮

古
水
産
高
校
に
集
約
す
る
内
容
が
盛

り
込
ま
れ
た
が
、
そ
の
所
感
は
ど
う

か
。

　
　
　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ

　
　
　
り
、
本
市
を
含
め
た
沿
岸
部

は
内
陸
部
に
比
べ
て
生
徒
の
受
け
入

れ
に
大
き
な
困
難
が
あ
っ
た
。
一
時

的
に
内
陸
部
へ
の
進
学
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
り
、
生
活
の
拠
点
を
移
さ
ざ

る
を
得
な
い
家
庭
が
あ
っ
た
。
志
願

者
数
の
減
少
を
根
拠
に
再
編
計
画
を

策
定
す
る
の
で
は
な
く
、
震
災
の
状

況
に
も
配
慮
し
な
が
ら
策
定
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
民
間
企
業
に
よ
り
水
産
業

の
将
来
を
見
据
え
た
大
規
模
な
海
洋

ビ
ジ
ネ
ス
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る

中
、
事
業
を
担
う
人
材
の
育
成
機
関

が
本
市
か
ら
な
く
な
る
こ
と
は
、
と

て
も
受
け
入
れ
難
い
。

密
な
松
林
の
間
伐
は

　
　
　

林
立
し
た
密
集
状
態
と
な
っ

　
　
　

て
い
る
高
田
松
原
の
松
林
に

つ
い
て
、
間
伐
の
必
要
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

　
　
　
令
和
７
年
度
年
度
後
半
に
は

　
　
　
間
伐
や
ク
ズ
対
策
を
行
っ
て

も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
来
年

度
以
降
も
県
の
治
山
事
業
と
し
て
、

保
育
作
業
を
行
っ
て
も
ら
う
よ
う
要

望
し
て
い
く
。

高
田
高
再
編
へ
の
考
え
は

　

県
教
委
案
は
受
け
入
れ
難
い

鵜
うの

 浦
うら

 昌
まさ

 也
なり

（創生会）

木 

村 
 
 　

聡

 

（
と
う
ほ
く
未
来
創
生

）

市
長
公
約

こ
ど
も
の
体
験
格
差
、
家
庭
の
送
迎
負
担

再編計画案が示された高田高校

常勤医の確保が望まれる高田病院

福祉施設の活動（高田町）

問答

問答

こちらから視聴できます

問答

我が市政
を

　問う！
問

問答

問答

一般質問一般質問

答 問答

問

問
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答

問答 答

問答



　
　
　

訪
問
介
護
報
酬
引
き
下
げ
で

　
　
　

介
護
事
業
所
へ
の
影
響
は
ど

う
か
。

　
　
　
昨
年
度
、
国
の
介
護
報
酬
改

　
　
　
定
で
約
２
～
３
％
の
基
準
報

酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
市
内
６
カ

所
の
事
業
所
へ
影
響
も
あ
る
が
危
険

な
状
況
で
は
な
い
。

　
　
　

訪
問
介
護
報
酬
引
き
下
げ
に

　
　
　

相
当
す
る
減
益
分
と
し
て
、

基
金
活
用
等
に
よ
る
支
援
は
ど
う
か
。

　
　
　
助
成
金
の
交
付
や
介
護
給
付

　
　
　
費
準
備
基
金
の
活
用
を
含
め

検
討
す
る
。

認
知
症
の
対
応
拡
充
は

　
　
　

認
知
症
患
者
と
そ
の
家
族
に

　
　
　

対
す
る
相
談
体
制
や
生
活
支

援
な
ど
の
拡
充
は
。

　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

　
　
　
の
窓
口
で
保
健
師
、
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
等
が
家
庭
の
様
子

や
困
り
ご
と
を
聞
き
取
り
、
医
療
や

介
護
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
情
報

を
案
内
し
て
い
る
。

震
災
15
年
関
連
事
業
は

　
　
　

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
支

　
　
　

援
の
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
市
職
員
が
珠
洲
市
を
訪
問
し

　
　
　
助
言
を
行
い
、
本
市
が
開
発

や
企
画
に
携
わ
っ
た
電
話
を
使
用
し

た
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

る
。

　
　
　

来
年
の
大
震
災
津
波
15
年
の

　
　
　

節
目
に
防
災
を
学
ぶ
市
民
的

な
企
画
は
。

　
　
　
市
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な

　
　
　
く
、
県
の
津
波
伝
承
館
等
と

連
携
し
企
画
す
る
。

介
護
事
業
所
へ
の
支
援
は

　

助
成
金
や
基
金
活
用
を
検
討

大
おお

 坪
つぼ

 涼
りょう

 子
こ

（日本共産党）

こちらから視聴できます

　
　
　

開
催
時
期
が
異
な
る
イ
ベ
ン

　
　
　

ト
を
相
互
に
関
連
付
け
し
、

複
数
回
の
来
訪
を
促
す
取
り
組
み
は
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
参
加

　
　
　
や
観
戦
を
目
的
と
し
た
地
域

へ
の
訪
問
の
ほ
か
、
観
光
と
ス
ポ
ー

ツ
を
掛
け
合
わ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く

　
　
　

り
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

　
　
　
の
策
定
を
進
め
、
誰
も
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
整
備
や
大

会
・
合
宿
誘
致
な
ど
を
推
進
し
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
取
り
組
む
。

地
域
団
体
の
担
い
手
は

　
　
　

市
内
コ
ミ
セ
ン
や
自
治
会
な

　
　
　

ど
の
担
い
手
不
足
の
対
策
は
。

　
　
　
多
く
の
団
体
や
組
織
で
担
い

　
　
　
手
不
足
が
生
じ
て
い
る
。
持

続
的
運
営
の
た
め
、
現
行
の
体
制
で

実
施
が
難
し
い
事
業
の
見
直
し
、
活

動
範
囲
の
再
検
討
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。

旧
吉
田
家
活
用
は

　
　
　

旧
吉
田
家
住
宅
主
屋
が
日
本

　
　
　

遺
産
「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

浪
漫
」
に
追
加
認
定
さ
れ
た
。
今
後

の
活
用
策
は
。

　
　
　
見
学
だ
け
で
な
く
、
貸
切
り

　
　
　
使
用
も
可
と
し
各
種
講
座
な

ど
利
用
促
進
を
図
る
。

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
は

　

推
進
計
画
を
進
め
活
性
化
図
る

中
なか

 野
の

 貴
たか

 徳
のり

こちらから視聴できます

　
　
　

本
市
の
基
幹
産
業
は
一
次
産

　
　
　

業
で
あ
る
と
の
認
識
は
市
長

も
共
有
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
今

後
の
方
向
に
進
も
う
と
し
た
と
き
に

考
え
ら
れ
る
課
題
は
何
か
。

　
　
　
全
て
の
産
業
に
お
け
る
課
題

　
　
　
と
し
て
、
担
い
手
や
労
働
力

の
不
足
が
挙
げ
ら
れ
る
。
漁
業
に
お

い
て
は
新
た
な
機
器
導
入
等
に
よ
り

生
産
性
の
向
上
が
図
ら
れ
れ
ば
、
さ

ら
な
る
人
手
不
足
で
あ
っ
て
も
、
経

営
を
改
善
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
農
業
に
お
い
て
は
、

生
産
効
率
の
向
上
や
、
労
働
環
境
の

改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

交
流
人
口
・
観
光
が
地
域
を

　
　
　

支
え
る
経
済
に
な
る
と
考
え

て
い
る
か
。

　
　
　
地
域
内
の
需
要
の
み
で
経
済

　
　
　
を
維
持
・
拡
大
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
学
生
や

研
究
機
関
、
本
市
と
関
わ
り
を
持
つ

企
業
が
、
地
域
課
題
の
解
決
の
た

め
に
本
市
で
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

は
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
ほ
か
、

産
学
官
連
携
に
よ
る
新
た
な
価
値

の
創
出
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

て
お
り
、
活
動
拠
点
の
整
備
や
地
元

資
源
を
用
い
た
商
品
開
発
等
を
通
じ

て
地
域
に
投
資
す
る
仕
組
み
を
構
築

し
、
そ
の
収
益
を
地
域
に
還
元
す
る

こ
と
で
、
地
域
経
済
の
循
環
を
生
む

施
策
に
取
り
組
み
た
い
。

産
業
振
興
の
課
題
は

　

担
い
手
や
労
働
者
の
不
足
解
消

福
ふく

 田
だ

 利
とし

 喜
き

（創生会）

こちらから視聴できます

　
　
　

物
価
高
騰
対
策
は
、
国
待
ち

　
　
　

で
は
な
く
、
市
独
自
の
判
断

は
ど
う
か
。

　
　
　
ま
ず
は
、
国
が
責
任
を
も
っ

　
　
　
て
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と

思
っ
て
い
る
。
そ
の
代
わ
り
の
こ
と

を
市
が
行
う
と
財
政
が
破
た
ん
し
て

し
ま
う
。

　
　
　

市
長
は
「
財
政
破
た
ん
」「
限

　
　
　

ら
れ
た
財
源
」
と
言
う
が
、

今
回
の
決
算
で
財
政
指
標
は
良
く

な
っ
て
い
る
。
受
け
止
め
は
ど
う
か
。

　
　
　
継
続
し
て
安
定
し
た
財
政
運

　
　
　
営
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

い
ず
れ
「
国
待
ち
」
「
財
政

　
　
　

が
な
い
」
で
は
済
ま
な
い
。

市
長
自
身
の
判
断
を
示
す
べ
き
で

は
。

　
　
　
議
員
の
思
い
は
し
っ
か
り
と

　
　
　
受
け
止
め
な
が
ら
今
後
も
努

め
て
い
く
。

市
内
産
直
へ
の
支
援
は

　
　
　

市
内
の
産
直
や
直
売
所
の
経

　
　
　

営
改
善
に
向
け
た
検
討
状
況

は
ど
う
か
。

　
　
　
産
直
の
場
所
の
移
転
や
再

　
　
　
編
、
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

等
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
具
体
的
な
対
応
案
を
示
し
て

い
く
。

生
出
の
道
路
整
備
は

　
　
　

矢
作
町
生
出
地
区
の
県
道
整

　
　
　

備
に
つ
い
て
市
の
対
応
は
ど

う
か
。

　
　
　
県
は
県
道
世
田
米
矢
作
線
の

　
　
　
改
良
整
備
を
新
規
事
業
化
し

た
。
市
と
し
て
用
地
交
渉
な
ど
を
支

援
し
て
い
く
。

市
独
自
の
物
価
高
対
策
は

　

ま
ず
は
国
の
責
任
で
講
じ
る
べ
き

藤
ふじ

 倉
くら

 泰
たい

 治
じ

（日本共産党）

こちらから視聴できます

産業振興のカギは省力化

好評だったプレミアム

付商品券

力強く疾走する参加者（ツール・ド・三陸）

認知症支援に取り組む

「チームオレンジたかた」

問答

答

問答

問答問問答

問答

問答

答

問答

問答

問答 問

問答

問答 問

問答

問答
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4

　
　
　

中
止
と
な
っ
た
三
陸
花
火
大

　
　
　

会
の
チ
ケ
ッ
ト
代
金
の
返
金

が
滞
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

る
。
市
で
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

て
い
る
か
。

　
　
　
極
め
て
重
く
受
け
止
め
て
い

　
　
　
る
。
市
と
し
て
は
、
実
行
委

員
会
に
対
し
て
代
金
の
返
金
を
１
日

も
早
く
行
う
よ
う
、
繰
り
返
し
申
し

入
れ
て
き
た
。

　
　
　

前
回
定
例
会
で
は
、
実
行
委

　
　
　

員
会
に
対
し
て
共
催
協
定
書

に
基
づ
き
、
収
支
状
況
の
報
告
を
求

め
て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

報
告
は
受
け
た
か
。

　
　
　
報
告
書
の
提
出
は
あ
っ
た
も

　
　
　
の
の
極
め
て
簡
単
な
報
告
で

あ
り
、
詳
細
な
情
報
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。

　
　
　

今
後
、
花
火
大
会
を
開
催
す

　
　
　

る
た
め
の
条
件
は
。

　
　
　
本
市
に
お
い
て
花
火
大
会
を

　
　
　
開
催
す
る
場
合
に
は
、
実
施

主
体
に
お
け
る
運
営
体
制
の
透
明
性

と
、
収
支
を
含
め
て
健
全
か
つ
安
定

的
な
実
施
計
画
が
求
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、
市
内
の
公
的
な
団
体
や
事
業

者
な
ど
の
協
力
体
制
の
構
築
が
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

地
元
高
校
へ
の
支
援
強
化
は

　
　
　

再
編
計
画
を
踏
ま
え
地
元
校

　
　
　

へ
の
支
援
を
ど
う
進
め
る
か
。

　
　
　
高
田
高
校
の
意
向
を
踏
ま
え

　
　
　
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

お
り
、
財
源
を
注
視
し
つ
つ
、
適
切

に
対
応
し
た
い
。

花
火
大
会
開
催
の
条
件
は

　

運
営
体
制
や
収
支
の
透
明
化

佐
さ

々
さ

木
き

 良
りょう

 麻
ま

（とうほく未来創生）

こちらから視聴できます

　
　
　

市
長
選
時
の
公
約
に
掲
げ
た

　
　
　

大
学
誘
致
の
進
捗
は
。

　
　
　
あ
る
大
学
が
正
規
の
科
目
と

　
　
　
し
て
数
カ
月
間
の
実
地
調
査

を
す
る
方
向
だ
。

　
　
　

私
立
大
学
医
学
部
の
奨
学
金

　
　
　

制
度
の
導
入
は
。

　
　
　
公
約
を
掲
げ
た
時
に
は
認
識

　
　
　
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
す
で

に
平
成
元
年
に
制
度
が
設
け
ら
れ
て

い
た
。
こ
れ
ま
で
貸
付
実
績
が
３
件

の
み
。
今
後
は
、
こ
の
奨
学
金
を
周

知
し
活
用
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

農
林
水
産
業
生
産
額
倍
増
の

　
　
　

進
捗
を
数
値
で
示
す
と
ど
う

か
。

　
　
　
事
業
規
模
は
今
後
明
ら
か
に

　
　
　
な
る
見
込
み
だ
が
、
養
殖
を

行
う
事
業
所
が
10
月
に
免
許
を
取
得

予
定
だ
。

　
　
　

雇
用
千
人
創
出
の
進
ち
ょ
く

　
　
　

を
数
値
化
で
き
な
い
か
。

　
　
　
市
民
に
と
っ
て
達
成
度
が
判

　
　
　
断
し
や
す
い
形
に
な
る
よ
う
、

遅
く
と
も
次
の
選
挙
ま
で
に
数
値
化

を
検
討
し
た
い
。

保
護
者
の
送
迎
負
担
は

　
　
　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
伴
う

　
　
　

送
迎
負
担
に
つ
い
て
、
市
の

認
識
は
。

　
　
　
活
動
場
所
を
生
活
圏
内
に
設

　
　
　
定
し
た
り
、
公
共
交
通
や
ス

ク
ー
ル
バ
ス
と
の
連
動
も
有
効
と
考

え
て
お
り
、
保
護
者
や
指
導
者
の
過

度
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
検
討
す

る
。

公
約
で
あ
る
大
学
誘
致
は

　

正
規
の
授
業
と
し
て
実
施
へ

木
き

 村
むら

  　聡
あきら

（とうほく未来創生）

こちらから視聴できます

　
総
務
常
任
委
員
会
は
、
こ
の
２
年
間
の
任
期

中
、「
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
と
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
財
政
調
整
基
金
の
活

用
方
法
を
中
心
に
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

基
金
は
将
来
世
代
へ
の
責
任
を
果
た
す
た
め
の

重
要
な
財
源
で
あ
り
、
適
切
な
活
用
は
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
に
直
結
し
ま
す
。
委
員
会
で

は
、
市
民
や
団
体
、
関
係
課
と
の
意
見
交
換
を

重
ね
、
財
政
運
営
の
現
状
と
課
題
を
多
角
的
に

把
握
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
政
策
提
言
と
し
て

ま
と
め
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
基
金

活
用
の
在
り
方
に
明
確
な
答
え
を
見
出
す
こ
と

の
難
し
さ
を
共
有
で
き
た
こ
と
は
、
今
後
の
議

論
に
向
け
た
大
き
な
成
果
と
い
え
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
防
災
や
Ｄ
Ｘ
推
進
、
結
婚
支
援
、

民
泊
体
験
、
脱
炭
素
先
行
地
域
な
ど
幅
広
い
分

野
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
、
現
場
の
声
を
踏
ま

え
た
議
論
を
深
め
ま
し
た
。「
議
会
と
語
る
会
」

を
４
回
開
催
す
る
な
ど
、
委
員
会
活
動
の
透
明

性
と
開
か
れ
た
議
会
運
営
の
推
進
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
財
政
を
テ
ー
マ
と
し
た
管
外
行
政

視
察
の
受
入
先
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

や
、
基
金
に
関
す
る
説
明
が
市
民
に
伝
わ
り
に

く
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
今
後
に
向
け
た
課
題
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
へ
の
わ
か
り
や

す
い
情
報
発
信
や
、
調
査
結
果
を
政
策
提
言
へ

と
確
実
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

　
２
年
間
の
任
期
を
振
り
返
る
と
、
コ
ロ
ナ
禍

後
の
社
会
変
化
の
中
で
、
市
民
と
の
対
話
を
重

ね
な
が
ら
行
政
、
地
域
の
課
題
に
真
摯
に
向
き

合
っ
た
期
間
で
し
た
。
委
員
会
活
動
を
通
じ

て
得
た
知
見
と
経
験
を
次
期
委
員
会
に
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。

総　務

所管事務調査中間報告に

ついて

委 員 長　中　野　貴　徳

副委員長　木　村　　　聡

大和田　加代子

藤　倉　泰　治

　鵜　浦　昌　也

所管事務調査

9
25

所管事務調査中間報告に

ついて

高田まちなか会との語る会

　

２
年
間
の
所
管
事
務
調
査
を
振
り
返
る

三陸花火大会（2023 年）

立教大学陸前高田サテライト

開所記念シンポジウム

問答

問答

問答

問答

問答

　常任委員会 /活動ほうこく

答

問

りくぜんたかた市議会だより　No.134 14りくぜんたかた市議会だより　No.13415

問答 答

問答問



　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
は
、「
陸
前
高
田
市

こ
ど
も
基
本
条
例
」
の
制
定
を
目
指
し
、
こ
れ

ま
で
調
査
・
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
７
月
に
は
委
員
会
で
起
草
し
た
条
例
案
に
つ

い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
中
に
は
、「
こ
ど

も
が
地
域
に
貢
献
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
っ
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
な
い
表
現
と
す

べ
き
」、「
こ
ど
も
の
発
達
特
性
に
よ
る
環
境
と

の
不
調
和
を
保
護
者
だ
け
の
責
任
と
し
な
い
記

述
と
す
べ
き
」
と
い
っ
た
趣
旨
の
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、
修
正
を
行
い
、

修
正
後
の
条
例
案
は
、
９
月
30
日
の
本
会
議
で

発
議
し
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
本
条
例
の
基
本
理
念
の
も
と
、
地
域
全

体
で
子
育
て
と
こ
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
議

会
と
し
て
も
、
条
例
に
基
づ
き
、
積
極
的
な
政

策
提
言
や
要
望
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
中
間
報
告
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願

に
つ
い
て
、
９
月
25
日
に
請
願
第
２
号
「『
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
』
の
改
善
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
を
、
９
月
26
日
に
請

願
第
３
号
「
訪
問
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
撤
回

と
、
介
護
報
酬
引
き
上
げ
の
再
改
定
を
早
急
に

行
う
こ
と
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
を
そ
れ

ぞ
れ
審
査
し
ま
し
た
。

　
請
願
第
２
号
の
審
査
で
は
、「
指
導
内
容
を

精
選
す
る
こ
と
に
よ
り
必
要
な
時
間
を
確
立
す

べ
き
」と
の
意
見
や
、「
不
登
校
が
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
オ
バ
ー
ロ
ー
ド
だ
け
の
理
由
と
す
る
こ
と

疑
問
が
残
る
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
の
た
め
不
採
択
と
決

し
ま
し
た
。

　
請
願
第
３
号
の
審
査
で
は
、「
介
護
事
業
所

の
経
営
環
境
及
び
職
員
の
処
遇
の
改
善
の
実
現

は
賛
成
す
べ
き
」
と
の
意
見
や
、「
引
き
下
げ

の
撤
回
に
関
し
て
は
、
地
域
の
事
情
を
考
え
る

と
厳
し
い
も
の
が
あ
り
妥
当
と
も
考
え
る
が
、

引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
、
財
源
を
含
め
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
の
た
め
不
採
択

と
決
し
ま
し
た
。

教育民生

委 員 長　佐々木　一　義

副委員長　大　坪　涼　子

佐々木　良　麻

菅　野　広　紀

　福　田　利　喜

　伊　藤　明　彦

9
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所管事務調査

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
９
月
25
日
に
市

役
所
で
請
願
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
請
願
第
４
号
「
国
道
３
４
３
号
新
笹
ノ
田
ト

ン
ネ
ル
の
早
期
事
業
化
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」
は
、
県
内
陸
部
と
沿
岸
部
を
結
び
、
物
流

や
観
光
に
資
す
る
ほ
か
、
冬
期
間
の
交
通
難

所
を
解
消
す
る
た
め
、
ま
た
、
平
成
26
年
に
は

９
万
人
を
超
え
る
署
名
が
集
ま
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
早
期
事
業
化
を
進
め
る
意
見
書
を
関
係

機
関
へ
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
し
た
。

　
審
査
で
は
、
請
願
者
か
ら
の
趣
旨
説
明
、
紹

介
議
員
か
ら
の
補
足
説
明
の
後
、
市
担
当
課
へ

の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
事
業
化
ま
で
の
経
緯
や
ト
ン

ネ
ル
開
通
後
の
展
望
、
現
在
使
用
し
て
い
る

ル
ー
プ
橋
の
耐
用
年
数
な
ど
の
説
明
を
求
め
ま

　

請
願
審
査

し
た
。

　
そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
新
笹
ノ
田
ト
ン

ネ
ル
の
早
期
事
業
化
は
住
民
か
ら
の
強
い
要
望

で
あ
り
、
観
光
・
商
業
面
だ
け
で
無
く
災
害
対

応
と
い
う
面
に
お
い
て
も
必
要
性
の
高
い
整
備

で
あ
る
と
し
、
全
委
員
の
賛
成
に
よ
り
採
択
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
委
員
の
任
期
で
あ
る
、
こ
の
２
年
間
は
、
産

業
振
興
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
行
政
視
察
、
及
び

漁
業
者
や
商
工
団
体
な
ど
へ
の
所
管
事
務
調
査

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、「
一
次
産
業
省
力
化
機
械
導
入

補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
」
を
市
長
へ
政
策

提
言
し
、
同
補
助
制
度
を
実
現
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
本
委
員
会
か
ら
の
発
議
で
「
陸
前

高
田
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条
例
」

産業建設

委 員 長　大　坂　　　俊

副委員長　伊　勢　　　純

　　　　　菅　野　秀一郎

小　林　　　卓

及　川　修　一

9
25

所管事務調査

請願第４号
「国道 343 号新笹ノ田トンネルの早

期事業化を求めることについて」

8
20

陸前高田市こども基本条例に

ついて
（パブコメで寄せられたご意見について）

9
4

所管事務調査中間報告に

ついて

陸前高田市こども基本条例

7
1

7
30

パブリックコメント

の実施

9
4 所管事務調査中間報告について

請願審査

請願第２号
「『カリキュラム・オーバーロード』の

改善を求めることについて」

9
26

請願第３号
「訪問介護報酬の引き下げ撤回と、介護

報酬引き上げの再改定を早急に行うこ

とを求めることについて」

請願審査

を
制
定
し
ま
し
た
。
同
条
例
は
、
市
内
経
済
循

環
の
促
進
と
併
せ
、
事
業
者
に
は
国
補
助
事
業

の
活
用
な
ど
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

　

所
管
事
務
調
査
中
間
報
告

　

こ
ど
も
基
本
条
例

　

請
願
審
査

こども基本条例起草に向けた語る会

新笹ノ田トンネルの早期事業化が待たれる国道 343 号線

（矢作町）

常任委員会 /活動ほうこく　常任委員会 /活動ほうこく

りくぜんたかた市議会だより　No.134 16りくぜんたかた市議会だより　No.13417

パブリックコメント

実施結果をご覧いた

だけます

意見書をご覧いただ

けます



　
総
務
常
任
委
員
会
は
、
企
画
政
策
課
、
脱
炭
素
推
進

室
、
総
務
課
、
財
政
課
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
税
務
課
、

交
流
推
進
課
、
会
計
課
、
防
災
課
、
消
防
本
部
、
選
挙

管
理
委
員
会
及
び
監
査
委
員
の
所
管
に
属
す
る
事
項
並

び
に
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項
を
担

当
し
ま
す
。

藤　倉　泰　治

佐々木　一　義

菅　野　広　紀

伊　藤　明　彦

鵜　浦　昌　也

総
務
常
任
委
員
会

委員長

副委員長

委員

　
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
商
工
観
光
課
、
農
林
課
、

水
産
課
、
建
設
課
、
住
宅
政
策
室
、
土
地
活
用
推
進
課
、

上
下
水
道
課
及
び
農
業
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

を
担
当
し
ま
す
。

　
前
期
は
、
陸
前
高
田
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振

興
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

菅　野　秀一郎

伊　勢　　　純

木　村　　　聡

大和田　加代子

中　野　貴　徳

大　坂　　　俊

産
業
建
設
常
任
委
員
会委員長

副委員長

委員

　
教
育
民
生
常
任
委
員
会
は
、
保
健
課
、
福
祉
課
、
こ

こ
ろ
の
復
興
支
援
室
、
子
ど
も
未
来
課
、
市
民
課
、
教

育
総
務
課
及
び
学
校
教
育
課
の
所
管
に
属
す
る
事
項
を

担
当
し
ま
す
。

　
前
期
は
、
陸
前
高
田
市
こ
ど
も
基
本
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

佐々木　良　麻

大　坪　涼　子

小　林　　　卓

福　田　利　喜

及　川　修　一

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委員長

副委員長

委員

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て
協

議
を
す
る
委
員
会
で
す
。
代
表
的
な
も
の
は
定
例
会
や

臨
時
会
の
日
程
を
決
め
る
こ
と
や
、
議
長
か
ら
議
会
運

営
な
ど
に
関
し
て
諮
問
さ
れ
た
こ
と
を
担
当
し
ま
す
。

　
委
員
は
各
会
派
か
ら
選
出
さ
れ
ま
す
。

福　田　利　喜

木　村　　　聡

佐々木　良　麻

菅　野　秀一郎

大　坪　涼　子

藤　倉　泰　治

議
会
運
営
委
員
会

委員長

副委員長

委員

委員会構成 が変わりました委員会構成 が変わりました新たな
　  視点

議員任期後半も積極的に　 政策提言を行います

りくぜんたかた市議会だより　No.134 18りくぜんたかた市議会だより　No.13419



●
傍
聴
の
感
想
は
？

　
議
員
さ
ん
が
、
質
問
か
ら
再
質

問
、
さ
ら
に
再
々
質
問
と
迫
っ
て

い
く
シ
ー
ン
は
非
常
に
好
ま
し
く
、

議
員
さ
ん
の
真
骨
頂
と
感
じ
ま
し

た
。

　
議
場
の
電
光
掲
示
板
に
質
問
の

残
り
時
間
が
表
示
さ
れ
ま
す
が
、

質
問
と
答
え
を
併
せ
た
全
体
の
残

り
時
間
と
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ

れ
に
よ
り
最
後
の
残
り
０
秒
ま
で
、

し
っ
か
り
追
求
す
る
議
員
さ
ん
の

姿
を
示
せ
る
と
思
い
ま
す
。

●
議
会
に
望
む
こ
と
は
？

　
介
護
事
業
を
改
善
し
て
ほ
し
い

で
す
。
介
護
施
設
は
市
内
に
偏
り

が
あ
り
、
遠
く
離
れ
た
地
に
も
市

民
が
い
ま
す
。
ど
こ
に
住
も
う
と

市
民
が
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
べ
き
で
す
。

　
事
業
と
し
て
、
辺
地
で
の
展
開

が
難
し
い
と
す
れ
ば
、
議
会
と
市

は
、
事
業
者
と
と
も
に
知
恵
を

し
ぼ
っ
て
、
小
さ
な
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
設
置
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
過
疎
が
進
み
、
こ
う

し
た
事
態
を
乗
り
越
え
る
先
進
事

例
を
見
つ
け
て
学
び
、
検
討
し
て

ほ
し
い
で
す
。

　
大
船
渡
市
、
住
田
町
、
本
市
の
議

会
議
員
で
組
織
す
る
気
仙
地
区
議
会

議
員
協
議
会
の
総
会
は
８
月
18
日
、

住
田
町
役
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
議
案
審
議
に
お
い
て
、
各
市
町
と

会
長
提
出
の
対
県
要
望
な
ど
12
件
を

決
議
。
役
員
の
改
選
で
は
、
会
長
に

伊
藤
力
也
大
船
渡
市
議
会
議
長
を
再

任
し
ま
し
た
。
本
市
議
会
か
ら
は
、

先
般
の
定
例
会
に
お
い
て
国
へ
意
見

　

気
仙
地
区
議
会
議
員
協
議
会

書
と
し
て
提
出
し
た
「
消

費
者
と
稲
作
農
家
が
共
生

で
き
る
施
策
の
充
実
及
び

支
援
に
つ
い
て
」
と
「
被

災
し
た
文
化
財
修
復
に
係

る
財
政
支
援
の
継
続
に
つ

い
て
」
の
２
件
が
要
望
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
研
修
会
で
は
、

「
マ
イ
ナ
保
険
証
と
未
来
か

な
え
ネ
ッ
ト
の
連
携
」
と

題
し
、（
一
社
）未
来
か
な

え
機
構
参
与
の
菊
池
永え
い
菜さ
い

氏
が
講
演
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
電
子
カ
ル
テ
に

　
広
聴
広
報
特
別
委
員
会
は
７
月

10
日
、
市
庁
舎
で
「
議
会
に
お
け

る
委
員
会
活
動
か
ら
の
政
策
サ
イ

ク
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
議
員
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
師
の
大
正
大
学
・
江
藤
俊
昭

教
授
は
、
市
議
会
に
お
け
る
政
策

サ
イ
ク
ル
の
意
義
と
課
題
に
つ
い

て
、
全
国
の
議
会
事
例
を
基
に
講

義
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市

議
会
の
議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
提

言
も
あ
り
、
本
市
議
会
基
本
条
例

の
制
定
時
か
ら
、
何
度
も
陸
前
高

田
に
足
を
運
ん
で
い
る
先
生
な
ら

で
は
の
視
点
で
、
委
員
会
活
動
へ

の
評
価
、
役
割
の
再
認
識
な
ど
、

政
策
サ
イ
ク
ル
の
必
要
性
に
言
及

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
市
総

合
計
画
を
意
識
し
た
一
般
質
問
や

議
案
審
議
の
在
り
方
、
議
会
報
告

会
な
ど
に
お
け
る
取
り
組
み
を
単

に
気
づ
き
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は

な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
と
課
題
を
共
有
し
、

政
策
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
、

今
後
の
議
会
活
動
の
方
向
性
を
再

確
認
す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
研
修
会

政
策
サ
イ
ク
ル
を
学
ぶ

　
奥
州
市
、
大
船
渡
市
、
本
市
の

三
市
議
会
に
よ
る
議
員
研
修
会
を

８
月
19
日
、
大
船
渡
市
魚
市
場
に

お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
魚
市
場
の
歴
史
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
大
船
渡

市
魚
市
場
㈱
専
務
取
締
役
の
佐
藤

光
男
氏
が
講
演
。
市
場
の
沿
革
や
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
に
か

け
た
思
い
や
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労

な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
の
取
り
組
み
と
し
て
、
最
新

の
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
り
市
場
内
の
ど

こ
か
ら
で
も
入
札
情
報
が
入
手
で

き
、
セ
リ
に
参
加
で
き
る
日
本
初

の
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
内
容
に
は
、

目
を
見
張
る
も
の
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
、「
産
地
に

生
き
る
我
々
の
使
命
は
、
い
つ
の

時
代
も
品
質
・
衛
生
管
理
に
努
め
、

市
場
関
係
者
が
連
携
し
、
新
鮮
・

良
質
・
安
全
な
水
産
物
を
供
給
す

る
こ
と
で
あ
る
。」
と
、
締
め
く

く
っ
た
最
後
の
言
葉
は
、
議
会
に

沿
岸
内
陸
を
結
ぶ

　
　

３
市
議
会
で
交
流

お
け
る
政
策
活
動
に
も
、
相
通
ず

る
も
の
が
あ
り
、
多
く
の
学
び
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

よ
る
情
報
共
有
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、

旅
行
時
の
事
故
や
急
病
対
応
に
お

い
て
、
よ
り
多
く
の
命
を
救
う
こ

と
が
で
き
る
可
能
性
を
学
び
ま
し

た
。

　
同
日
は
本
総
会
に
先
立
ち
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
誘
致
議
連
の
総
会
も
行
わ
れ
、

報
告
２
件
、
議
案
３
件
を
承
認
、

役
員
改
選
で
は
伊
藤
力
也
会
長
を

再
任
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
を
傍
聴
し
た
藤
村
重
美
さ
ん
に
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。

藤 村 重 美 さん

広田町在住　70 才

傍
聴
者
の

声

総
会
開
き
要
望
決
め
る

議会ニュース 議会ニュース

りくぜんたかた市議会だより　No.134 20りくぜんたかた市議会だより　No.13421



　ひとり６粒のもみから育てたお米をみんなで収穫。気仙

小学校の５・６年生は、地元の名人・菅野剛
たけし

さんからお米

作りを学んでいます。（10 月 14 日　気仙小学校にて撮影）

○の中にはどんなひらがなが入るでしょうか？

令和７年第３回定例会では議員発議により

「陸前高田市〇〇〇基本条例」が制定されました。

クイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、ハガキ、FAX、メールのいずれかで応募

してください。また市議会だよりを読んだ感想、市議会への意見・要望などを必ず記入してください。

正解者の中から抽選で５人の方に粗品をお送りします。（当選者の発表は発送をもって代えさせて

いただきます。）※いただいた意見要望等は次回の市議会だよりに掲載することがあります。

〒 029-2292　陸前高田市高田町字下和野 100　陸前高田市議会事務局 宛

ＦＡＸ 0192-53-1210　ＭＡＩＬ こちらのメール送信フォームをご利用ください。

令和７年 12 月８日（当日消印有効）

応
募
方
法

○の中にはどんな漢字が入るでしょうか？

議会だより第 133 号クイズの答え

矢作・広田

あて先

しめきり

answer

　「陸前高田の魅力を語る」では地元で
活躍する青年のお話に、高田市を思う気
持ちが心に伝わってきました。本当に嬉
しいですね。陸前高田が魅力ある市にな
るよう、一市民として願っています。　

（広田町女性　70代）

　マイナカードに関して、役所以外に郵便局で
も対応できる仕組みは、市民にとっても便利で
あると感じます。
　高規格救急車更新の件は、高額品でも命にか
かわることですから、市民も賛成するはずで
す。素敵な考え方が多い議員さんに感謝です。
震災からの復興、頑張って欲しいです。応援し
ています。　（市外男性　40代）

　参院選の投票が期日前投票所のアバッ
セでできてたいへん良かったです。日常の
買い物ついでに投票した人が私の周りで
も結構いました。タクシー券の利用はどう
だったでしょうか。経費はかなりかかった
と思います。改善の必要あり？

（高田町女性　80代）

　行政へ有権者の考えを反映、
または修正していく機能を持つ
議会での活動プロセスがよく分
かり、興味深く拝読しました。

（市外男性　30代）

◎
令
和
７
年
度
岩
手
県
に
対

す
る
要
望
の
実
施
に
つ
い
て

　
◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
救
急
業
務
（
マ
イ

ナ
救
急
）
の
実
証
事
業
に
つ

い
て

◎
陸
前
高
田
市
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
導
入
実
証
運
行

に
つ
い
て

　
令
和
７
年
７
月
以
降
に
市

当
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

● 

７
月
22
日

 

● 

９
月
４
日

 

● 

９
月
30
日

全
員
協
議
会

　
本
市
と
姉
妹
都
市
で
あ
る

米
国
加
州
北
部
デ
ル
ノ
ー
テ

郡
ク
レ
セ
ン
ト
シ
テ
ィ
市
か

ら
の
訪
問
団
26
人
を
迎
え
、

９
月
11
日
、
食
彩
工
房
海
浜

館
に
て
本
市
議
会
議
員
と
の

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
言
葉
の
壁
を
越

え
、
改
め
て
両
市
の
絆
を
確

か
め
合
い
、
提
供
さ
れ
た
日

本
食
の
説
明
や
、
余
興
の

「
仲
町
虎
舞
」
披
露
の
あ
と
、

参
加
者
が
虎
舞
を
一
緒
に
舞

う
な
ど
、
終
始
な
ご
や
か
に

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

表紙の写真

クレセントシティ市訪問団と交流を深めるクレセントシティ市訪問団と交流を深める

仲
町
虎
舞
も
歓
迎

初
め
て
見
る
気
仙
町
仲
町
虎
舞
に

興
味
津
々

地
域
の
話
題
で
盛
り
上
が
り

仲
良
く
歓
談

実
習
船
か
も
め
返
還
に
尽
力
し
た

マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
さ
ん

議会だよりとともに、YouTube をご
覧になりませんか。
一般質問など見比べも含め、皆さまの
ご意見をお待ちしております。
※市ホームページ→市議会→音声中継

（YouTube 陸前高田市議会）をクリッ
クすると陸前高田市議会のチャンネル
に移動し視聴したい会議を選んでご覧
いただけます。

配信のお知らせ

議会ニュース 議会ニュース

答え

◎議会だよりクイズ

りくぜんたかた市議会だより　No.134 22りくぜんたかた市議会だより　No.13423

　市議会では、広くご意見をうかがうため、市民のみなさまへクイズを出しています。第 133 号の
クイズの答えとともに寄せられたご意見を紹介します。

議 会 市 民と の交流コーナー



　
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
常
任
委

員
会
を
は
じ
め
議
会
の
様
々
な
構
成

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
の
編
集
発
行
に
つ
い

て
も
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
だ
よ
り
特

別
委
員
会
か
ら
、
広
聴
広
報
特
別
委

員
会
内
の
小
委
員
会
と
し
て
新
た
な

組
織
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
議
会

を
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

広
聴
機
能
と
広
報
機
能
を
結
び
、
皆

さ
ん
の
声
を
政
策
に
反
映
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
市
議
会
だ
よ
り
を
こ
れ
ま
で
以
上

に
手
に
取
っ
て
も
ら
う
た
め
、
工
夫

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　

  　
（
委
員
長 

福
田
利
喜
）

 1 日　議会だより特別委員会

 2 日　議会だより特別委員会

 6 日　水防演習（議長ほか）

 9 日　議会だより特別委員会

10 日　議会運営委員会 /議会だより特別委員会 /気仙

　　　地区議会議員協議会第 2回役員会（正副議長）/

　　　広聴広報特別委員会 /議員研修会（政策サイクル）

11 日　令和 7年度道路関係縦軸２団体合同総会（議長）

13 日　立教大学陸前高田サテライト開所式

14 日　議会だより特別委員会

15 日　令和 7年度国道 340 号整備促進期成同盟会定期

　　　総会（議長）

16 日　第 63 回知事を囲む懇談会（議長）

18 日　高田松原海水浴場海開き式 /広田海水浴場海開

　　　き式（議長他）

19 日　チャオチャオ陸前高田道中おどり（議員有志）

22 日　全員協議会 /広聴広報特別委員会 /議会だより

　　　特別委員会

25 日　議会運営委員会 /議会だより特別委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　

 5 日　岩手・宮城県際市町議会議長会総会（正副議長）

 7 日～ 8日　名古屋市会来市

12 日　岩手県沿岸都市議会連絡会議総会（正副議長）

18 日　気仙地区議会国際リニアコライダー誘致推進議

　　　員連盟総会 /気仙地区議会議員協議会総会

19 日　議会だより特別委員会 / 全員協議会 /陸前高田

　　　市議会・奥州市議会・大船渡市議会議員研修会

20 日　教育民生常任委員会

27 日～ 28 日　第 20 回全国市議会議長会研究フォー

　　　ラム（議長）

29 日　会派代表者会 /対県要望（正副議長）

　　　　　　　　　　　　　　　

 1 日　議会運営委員会

 4 日　本会議 /全員協議会 /市政調査会理事会 /各常

　　　任委員会

 5 日　決算等特別委員会 /市政調査会

 9 日　本会議（一般質問）

10 日　本会議（一般質問）

11 日　本会議（一般質問）/クレセントシティ市訪問団

　　　交流会

12 日　決算等特別委員会

17 日　議会運営委員会 /本会議 /決算等特別委員会 /　

　　　広聴広報特別委員会

18 日　決算等特別委員会 /広聴広報特別委員会理事会

19 日　決算等特別委員会

24 日　全員協議会

25 日　各常任委員会

26 日　市民と語る小委員会 /議会だより編集小委員会 /

　　　教育民生常任委員会

29 日　三陸沿岸道路東松島山田間機能強化連絡協議会

　　　総会（議長）

30 日　本会議 /全員協議会 /市政調査会 /広聴広報特

　　　別委員会 /議会だより編集小委員会

　清水健太さんは東京都出身の 36歳。2014 年に本市へ移住し、

2019年にチャレンジショップでフォトスタジオを起業。この夏、

同所を卒業し、広田町に保護猫活動の拠点となるお店をオープ

ンしました。今回は、様々なネコ雑貨が並ぶ店内で話をうかが

いました。

★市内の団体や個人を紹介します。

◆猫雑貨専門店 one scene.

店主 清 水 健 太 さん

がんばってますがんばってます！！！！

委 

員 

長　
福　
田　
利　
喜

副
委
員
長　
大
和
田　
加
代
子

委　
　
員　
佐
々
木　
良　
麻

　

 

同 　
　
菅　
野　
秀
一
郎

　

 

同 　
　
伊　
勢　
　
　
純

　

 

同 　
　
佐
々
木　
一　
義

議
会
だ
よ
り
編
集
小
委
員
会

印
刷
／
㈲
第
一
印
刷

第 22 回

　ネコとの関わりは 12 年前、
捨て猫を保護したことがきっ
かけです。当初は保護活動を
意識していませんでしたが、
知人が見つけた捨て猫の里親
募集をＳＮＳに投稿したとこ
ろ相談が増え、自然と今の活
動につながりました。
　移住当初は NPO に勤め、
寄付の持続性について考える

機会がありました。寄付に頼らず活動を続ける方法として、チャ
レンジショップで行っていた写真や動画の仕事と雑貨販売を組
み合わせて保護猫の資金を作る仕組みを考えました。これが、
今のお店のコンセプトにつながっています。
　お店の名前は「ワンシーン」。保護猫が主演、里親が出演者、
雑貨を買ってくれる人がスポンサーとして関わり、1 匹のネコ
が里親に迎えられるまでを映画のワンシーンとして捉える意味
を込めています。
　市内では多頭飼育崩壊や高齢化でペットが取り残される課題
もあります。現在は 7 匹の保護猫がいて、これ以上は増やせ
ませんが、里親募集などの情報発信は積極的に行っていきたい
と思っています。このお店がネコ好きの皆さんの交流の場にな
ればと願っています。

　安い家賃で新規事業を始められるチャレンジショップを活用
できたことは良かったのですが、６年以内に卒業する必要があ
ります。陸前高田は、貸店舗が少ないため新たに店舗を設ける
ことになり、資金面の課題を感じました。入居者が資金調達の
アドバイスを受けられる機会があると、より助かると思います。
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議会の動き

　７月 July

　８月 August

　９月 September


